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研研究究内内容容：：    

  

研研究究課課題題  

●分子コンピュータの基礎理論 

●ニューパラダイムコンピューティング 

 

研研究究シシーーズズ  

●●ここのの研研究究ののセセーールルススポポイインントト  

ナノ・バイオテクノロジー技術を駆使して、次世代の分子コンピュータ実現へ向けた基礎研究を行っています。 

ハードウェア面では、集積回路に配線を用いない技術が新しい点です（図 1,2，文献[1],[2] 参照）。 

ソフトウェア面では、生化学反応ネットワークによる超並列的な計算が可能になります（図 3，文献[3] 参照）。 

これを応用して、従来にない新しい計算パラダイムを開拓することを目指しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 無配線通信の概念   図 2 分子コンピューティング     図 3 チップ上で発生が予想される２次元空間濃度 

チップ（試作品）             パターン（計算機シミュレーション） 

(a),(b) 興奮性反応拡散波による最適経路探索 
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